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講演のアジェンダ

• 特定分野校「グループ1」の活動概要
Ø ミッション, 活動履歴
Ø 各⼤学によるモデル科⽬の要点説明

• 静岡⼤学情報学部での数理DSAI 教育
Ø 教育プログラム (応⽤基礎レベル) の構成
Ø 授業科⽬の紹介

秋⽥⼤学
宇都宮⼤学
⿅児島⼤学
静岡⼤学



本グループの担当, 活動履歴
秋⽥⼤, 宇都宮⼤, ⿅児島⼤, 静岡⼤ (取りまとめ校)

5割程度が⼤学院進学を志向する⼯学系学部を有する⼤学において
「データサイエンス」と「専門知識」の掛け算のできる⼈材育成
を⽬的とした専⾨科⽬の検討

👉 各⼤学より, モデル科⽬ (演習1科⽬, 座学1科⽬程度) を提案

特定分野会議 (理⼯系) の活動履歴
2022年09⽉28⽇ グループ会合 (第1回)
2022年10⽉25⽇ グループ会合 (第2回)
2022年11⽉11⽇ 全体会合 (第2回): 各グループより科⽬の紹介
2023年01⽉10⽇ 全体会合 (第3回): 拠点校よりモデルシラバスの説明

グループ会合を通して理解した
各⼤学のモデル科⽬の要点を紹介



モデル科⽬その1 (秋⽥⼤)
機械学習: 座学, 理⼯学部4学科8コース 3年次

Pythonの基礎をすでに学んだ学⽣が対象
前半: 基本原理の理解と機械学習の演習 (⼿書き⽂字, 画像認識)
後半: 各領域における応用ケーススタディ

⽣命・化学 (1コマ), 数理科学・地球科学・材料科学・電⼦物性 (1コマ) 
機械⼯学・電気⼯学・⼟⽊⼯学 (1コマ)

実習系の科⽬設計のためのアンケート実施 (FD研修会を通して)
Ø 研究教育への活⽤事例
Ø ニーズの⼤きい技術項⽬の調査
Ø DS教育展開に向けた課題 (例. 教員の割当, 時間割の充⾜)



モデル科⽬その2 (宇都宮⼤)
応用画像工学: 座学・演習, ⼯学部情報電⼦オプティクスコース 3年次
人工知能とコンピュータグラフィックス: 演習, 同コース 3年次

画像⼯学 x データサイエンスのダブルメジャー科⽬
数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムの「応⽤基礎レベル
モデルカリキュラム対応教材」にない科⽬独⾃のトピックを含む
独⾃トピックの例

Ø 医⽤画像⼯学（レントゲン、X線、CT、MRI）
Ø 畳み込みニューラルネットワーク（CNN）
Ø OpenCVを⽤いた画像処理・画像解析
Ø OpenGLを⽤いたアニメーションの作成
Ø 拡張現実（AR）コンテンツの作成



モデル科⽬その3 (⿅児島⼤)
数理・データサイエンス基礎: 座学・演習, ⼯学部 3年次

前半: データ分析の基礎スキルの習得
反転授業によるアクティブラーニング (演習時間の確保のため)
演習はプログラム毎に実施 (担当教員は学科毎)

後半: 各プログラム (7分野) におけるデータ活⽤事例のオムニバス
履修者全員が受講. ⼯学の諸分野でどのような活⽤があるか,
情報分野では先端事例を学ぶことができる

例. 電気電⼦~太陽光電⼒, 海洋⼟⽊~豪⾬時の斜⾯崩壊, 
化学~プロセス制御, 建築~構造の最適化

プログラミング演習: 演習, ⼯学部 2~3年次
各プログラム (領域) で必要な⾔語を習得するようシラバスを構成
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教養教育の必修科⽬としての数理DS科⽬導⼊
• 静岡⼤学は⼈⽂社会科学部・教育学部・理学部・農学部・グローバル共創科学

部・⼯学部・情報学部の7学部からなる総合⼤学（⼀学年2000⼈）
• 全学共通教育は全学出動態勢に基づいて⾏われる
• 全学共通教育全体を統括する「⼤学教育センター」が設置されている

導⼊前の全学共通科⽬ １科⽬必修
１年次後期「情報処理」演習科⽬２単位

導⼊後（R２年度） ２科⽬必修に
• １年次前期「数理・データサイエンス⼊⾨」

座学 １単位（８コマ相当） ※純増
• １年次後期「情報処理・DS演習」

演習科⽬２単位 ※内容をシフト 8

MDASH認定（リテラシーレベル）
R3年度



【全学共通教育への数理・DS教育導⼊のための課題】
• ⽂系から理系までの全学⽣に無理なく履修可能なカリキュラム・教材の開発
数理・DS・全国コンソーシアムが設計したカリキュラム・スキルセットから抽出
共通教育として、専⾨分野によらず必要なものは何か？

⽅針: 数式に基づく厳密な論考 ＜＜ 基礎概念・各概念の有⽤性の理解

• 数理・DSの専⾨家に授業負荷が集中しない科⽬運⽤体制の確⽴
• 担当教員の専⾨性によらない学習の質保証
• 他⼤学への展開

e-learningの活⽤：フルオンライン

１単位（８コマ）分の動画教材（約50タイトル）を開発
 
「数理・データサイエンス⼊⾨」

１年次前期必修科⽬として開講（R2より）

9

解決法



【全学共通教育としての数理・DS⼊⾨科⽬の設計】
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数理DSコンソーシアムの
モデルカリキュラム

(リテラシーレベル）を満たすよう
学習項⽬を選抜

数理・DS分野を学ぶ
動機付けを重視（導⼊）

10分程度の動画を合計50本＋α作成
教員数：33名（⼈⽂社会5名, 教育4名, 情報9名, 理学6名, ⼯学6名, 農学3名）

社会的活⽤事例

県内有⼒企業トップへの
インタビュー

情報倫理・リテラシーを
重視



応⽤基礎レベルの取り組み:
本学情報学部の数理・DS・AI教育プログラム設計
• 静岡⼤学情報学部: 情報科学科・⾏動情報学科・情報社会学科の３学科構成※
• 学際領域である「情報学」を３つの観点から取り扱う。学部理念は「⽂⼯融合」
• ⽂系⼊試と理系⼊試をともに実施

在学⽣、受験⽣、企業へのメッセージ
「数理・DS・AIは学科・専⾨
分野によらず基盤知識である」

「学部統⼀教育プログラムの設置」

11※ 2016年より3学科体制 (学部創設は1995年)



学部統⼀教育プログラム設計上の課題
• 同⼀学習項⽬を扱う授業でもその「味付け」は学科毎に変えたい

応⽤例 ： ⼯学的応⽤ ／ 社会システムへの応⽤
粒度・深さ： CPUの構造がわかる ／ システム全体の挙動がわかる
学習⽅法 ： 座学で概念を理解 ／ 演習・実験で課題解決⽅法を学ぶ

• 現実的にはドラスティックな科⽬の改廃は困難
既存科⽬を最⼤限活⽤したい

• 学⽣に負担のかかる「卒業要件外の単位取得」を求めたくない
（他学科聴講を修了の要件としない）

必要に応じて, 同⼀学習項⽬でも学科毎に異なる科⽬を⽴てる
（例えば学科毎に３種類の「プログラミング」科⽬を⽴てる）

学科毎に異なる科⽬を⽴てて学部統⼀教育プログラムといえるか？
全国数理・DS・AI教育コンソーシアムのモデルカリキュラムを基準とし,
どの学科もこれを満たすようにカリキュラムを設計 12



修了要件設定パタンと本学部の選択
パタン１：数理DSAI科⽬を

学部横断的に新設
パタン２：既設専⾨科⽬を活⽤

修了要件科⽬

⾼学年

低学年

元々の専⾨科⽬に数理DSAI系科⽬が
ない/少ない場合はこれが素直
修了要件は１種類ですむ

⾼学年

低学年

本学部はこちらを選択
修了要件は学科の数だけ設定

学科A 学科B  学科C 学科A 学科B  学科C



静岡⼤学「情報学部数理データサイエンスAI教育プログラム」

本教育プログラムがねらいとする学習成果
・数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムが
  策定した応⽤基礎レベルの学習内容をカバーし、
  基礎⼒から実践的応⽤⼒までを⾝に着けさせること

  ・理⼯系から⽂科系まで幅広い分野の学⽣が、それぞれの
  興味関⼼や希望する将来像に沿った知識やスキルを
  ⾝に着けられること

本教育プログラムの特⾊
・情報科学科（コンピュータサイエンス系）、⾏動情報学科

（データサイエンス系）、情報社会学科（⽂系情報学系）
の全ての学科の学⽣に、それぞれの指向に適した数理・
データサイエンス・AIの応⽤基礎レベルの学習を⾏う
多様な科⽬を提供していること
→ 効果①：プログラム修了要件を満たすだけのために

他学科の科⽬を履修する必要がない
→ 効果②：学⽣個々の指向によっては、他学科の科⽬を

履修して興味ある分野を深く学ぶことも
できる MDASH認定（応⽤基礎レベル）

R４年度
https://www.inf.shizuoka.ac.jp/approach/MDSAI/



特⾊ある授業科⽬の例①：
サイバーセキュリティ攻防演習 (BasicSecCap演習) 
情報科学科・3 年集中講義（演習科⽬）
学習⽬標: Web システムへのサイバー攻撃の原因を理解し, インシデントに対する
初動対応から 再発防⽌策まで技術⾯だけでなく情報連絡系統についてもケース
スタディを通して体感し，実践で役⽴たせるための基礎能⼒を養う

使⽤教材: https://seccap.inf.shizuoka.ac.jp/pbl/ 
授業の特⾊: 先⾏科⽬の Web システム開発演習と連携し, 同演習で構築した Web

システムに対するサイバー攻撃を経験する。またセキュリティ企業 (ラック) との
産学連携 によるセキュリティ対策に関する内容を学ぶ
先⾏科⽬の演習と連動した形と産学連携の枠組みを通してセキュリティーの

「攻」「防」の両⾯を実践的に学ぶことができる

受講⽣
「Web システム

開発演習」で構築受講⽣
本科⽬で
サイバー攻撃

⾃前の
Webシステム



特⾊ある授業科⽬の例②：データアナリティクス II
⾏動情報学科・３年(演習科⽬）
学習⽬標: 実社会での⾏動⽣成につながる情報分析⼒，情報活⽤⼒の習得及び実践を

⽬標とする。具体的には，「購買ログビッグデータ」「⽣態ログデータ」「対話
データ」を対象に，分析の⽬標設定，取得データ設計，データ取得，データ⼊⼒，
データ洗浄，分析⽅式選択，分析の⼀連の流れを体験し，データをもとにした判
断，戦略適⽤に関わる分析⽅法論について理解するための演習を⾏う。
実際に使われるデータ分析技術を具体例に対して適⽤して実践することで，理解
を深める。 

授業の特⾊ 
データの分析フェーズだけでなく
PPDACサイクルの全体（問題設定, 計画, 
データ取得・洗浄, 分析, 結論の導出まで）
を具体的な実データ（理想的でないデータ）
に対して実践すること



特⾊ある授業科⽬の例③： 公共政策演習
情報社会学科・３年(演習科⽬）
学習⽬標 オープンデータを活⽤して地域調査を計画・実施し, 公共政策に関わる課題
などを整理して報告する演習科⽬。オープンデータ等を活⽤した地域課題解決のアイ
デアやビジネスを考え, 公共政策やオープンデータ, 現実社会についての総合的理解
を深める
授業の特⾊
• 環境・観光・交通などを事例として公共政策の視点からまちづくりの理解を深める
• ⾏政・地域・研究所等のオンライン公開資料のほか, 地理情報システム (GIS) や
WebGIS等のオープンデータの利活⽤などについて学習する

• 現地調査 (観察, ヒアリング等) を通して, 地域開発や公共デザインについての課題
や解決策を考え,  それを調査報告書としてまとめる

• 課題解決のためのアイデア創出や, 公共的な問題解決につながるビジネスモデルの
検討を⾏う (グループワークによるアイデアソンを実施)



授業環境の⼯夫例
データサイエンス系の演習科⽬

• Google Colaboratory等の分析環境として利⽤: 環境構築にかかるコストを極
⼒下げることで，プログラミングの実⾏環境を学⽣間で統⼀できる
(hands-onデモ & 100本ノック演習)

• Google Public Datasets, UCI ML リポジトリ等の利⽤: データ分析の演習で
必須となるデータを権利問題を気にせず，受講⽣の興味関⼼に応じて柔軟に
準備できる

• 学習⽀援プラットフォームを利⽤した反転授業の運営 (多⼈数講義向け)
例. Edstem による双⽅向型ディスカッション機能, テスト機能の利⽤

学⽣-教員間, 学⽣-学⽣間のインタラクションをサポート
⼊出⼒テスト及びJUnit等による単体テストの構築



別学⽣からの返信

匿名からの質問 授業ポータル

ディスカッション



今後の展望 (まとめとして)
リテラシーレベル
• オンライン教材のリニューアル

技術の発展, 社会状況の変化, ⾼校までの学習内容の変化
• 演習科⽬のリニューアル

⼊学者のコンピュータリテラシーの向上を反映
「座学で知識を得ている」と「実際にできる」は違う？

応⽤基礎レベル
• 情報学部の教育内容の発展

履修⽣の状況分析からプログラム改善へ
•情報学部から他学部へ

授業教材・教授⽅法の共有
カリキュラム設計からMDASH認定対応のノウハウの共有 20


